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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質中のセリンおよびスレオニン残基のリン酸化は、ホルモン調節から細胞分裂、さらには短期記憶に至るまで、多くの細胞機能の調節において重要なステップです。リン酸化のレベルは、タンパク質キナーゼとタンパク質ホスファターゼの相反する作用によって制御されます。タンパク質ホスファターゼ1（PP1）は、真核細胞で同定されている4つの主要なセリン／スレオニン特異的タンパク質ホスファターゼの1つです。PP1は、細胞内局在を決定し、基質特異性を調節する様々な調節サブユニットと結合します。PP1をグリコーゲンに標的化するサブユニットがいくつか同定されています。この遺伝子は、PP1のグリコーゲン標的化サブユニットをコードしています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：CBM21ドメインはグリコーゲンへの局在に関与することが知られており、ホスファターゼ複合体のいくつかの調節サブユニットの特徴です。,機能：PP1のグリコーゲン標的サブユニットとして機能すると考えられます。PP1は細胞分裂に必須であり、グリコーゲン代謝、筋収縮、タンパク質合成の調節に関与しています。,類似性：1つのCBM21（炭水化物結合型21）ドメインを含みます。,サブユニット：PP1の触媒サブユニットであるPPP1CCと相互作用し、グリコーゲンと結合します。,組織特異性：試験したすべての組織で発現しました。骨格筋と心臓で高い発現が見られました。,
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	A431細胞溶解液のウェスタンブロット分析、PPR3Dウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

